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ネ
ッ
ト
社
会
の
現
代
で
は
、
世
界
中
の

様
々
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
明
治
・
大
正
時
代

は
新
聞
が
主
な
情
報
収
集
源
で
し
た
。
当

時
の
新
聞
は
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
目
的
も

あ
っ
て
、
人
々
の
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な

見
出
し
や
、
内
容
を
誇
張
し
た
よ
う
な
記

事
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、山
陽
新
聞
の
前
身
で
あ
る「
山

陽
新
報
」
か
ら
、鏡
野
町
の
大
正
時
代
（
一

九
一
二
〜
一
九
二
六
）
の
記
事
を
い
く
つ

か
拾
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
地
名
・

数
字
・
文
章
等
の
誤
り
は
原
文
の
ま
ま
）

①
古こ

き
ゅ
う柩
発
掘
（
大
正
元
年
八
月
十
七
日
）

　
美
作
国
苫
田
郡
香
々
美
南
村
大
字
香
々

美
　
︱
中
略
︱
　
昔
福
田
玄げ

ん
ば
の
か
み

蕃
頭
勝
正
の

拠
城
た
り
し
升
形
山
の
南
凡お

よ

そ
十
丁
余
の

山
麓
　
︱
中
略
︱
　
に
於
て
石
材
採
掘
中

計は
か

ら
ず
も
一
個
の
陶と

う

焼し
ょ
う

柩き
ゅ
うを
発
掘
し
た

り
　
︱
中
略
︱
　
天
正
年
間
宇
喜
多
秀
家

と
福
田
玄
蕃
頭
勝
正
と
の
古
戦
場
に
し
て

秀
家
の
為
め
に
勝
正
遂
に
落
城
し
為
に
福

田
の
一
族
茲こ

こ

に
戦
死
し
た
り
と
あ
れ
ば
、

多
分
勝
正
の
死
骨
な
ら
ん
と
の
事
な
り
。

※
陶
焼
柩
と
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
六
世

紀
）
の
陶
棺
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
記

事
で
は
安
土
桃
山
時
代
（
十
六
世
紀
後

半
）
の
戦
で
戦
死
し
た
枡
形
城
主
・
福

田
勝
正
（
勝
昌
）
の
墓
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
福
田
勝
昌
は
枡
形

城
の
戦
で
は
戦
死
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
大
鰻う

な
ぎ

を
捕
ふ
（
大
正
三
年
九
月
四
日
）

　
美
作
苫
田
郡
大
野
村
大
字
貞
永
寺
廣
田

鐵
造
は
、　
︱
中
略
︱
　
八
月
三
十
一
日

午
後
四
時
頃
、
マ
チ
カ
ワ
と
称
す
る
網
を

以
て
魚
を
取
っ
て
居
る
中
不
思
議
や
一
貫

三
百
目
も
あ
る
大
鰻
が
引
っ
懸
っ
た
の
で

大
喜
び
。
所
が
之
れ
は
頗す

こ
ぶ
る
珍
し
い
大
鰻

と
い
ふ
の
で
、
見
物
人
が
日
々
打う

ち

集つ
ど

う
て

い
る
相そ

う

な
り
。

※
一
貫
三
百
目
は
約
四
・
九
㎏
。

③
修
学
旅
行
（
大
正
十
二
年
五
月
四
日
）

　
大
野
尋
常
小
学
校
に
於
て
は
、
四
日
五

日
の
両
日
、
池
上
、
大
林
両
訓
導
引
率
の

下
に
奥
津
村
方
面
へ
高
等
科
八
十
名
の
修

学
旅
行
を
行
ひ
温
泉
及
び
水
力
電
気
発
電

所
の
見
学
を
な
す
。

※
「
訓
導
」
と
は
、
現
代
の
「
教
諭
」
に

あ
た
り
ま
す
。

④
大
蛇
を
捕
獲（

大
正
十
二
年
七
月
十
三
日
）

　
苫
田
郡
香
々
美
南
村
大
字
新
町
矢
野
美

喜
治
外
数
名
の
者
は
去
る
八
日
、
苫
田
郡

一
宮
村
大
字
田
邑
の
山
に
赴
き
、
胴
一
尺

長
さ
一
丈
余
の
大
蛇
を
発
見
、
捕
獲
し
て

自
宅
に
持
ち
帰
り
飼
育
中
で
あ
る
が
、
毎

日
近
郊
近
在
か
ら
の
見
物
人
が
押
し
か
け

て
い
る
。

※
一
尺
は
約
三
〇
㎝
、
一
丈
は
約
三
ｍ
。

本
当
に
こ
れ
ほ
ど
の
大
蛇
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

⑤
郷
校
修
学
旅
行

（
大
正
十
二
年
十
一
月
三
日
）

　
郷
小
学
校
で
は
、
尋
常
科
三
日
四
日
の

二
日
間
、
高
等
科
三
日
よ
り
五
日
迄ま

で

三
日

間
夫そ

れ
ぞ
れ々

岡
山
及
び
高
松
方
面
へ
修
学
旅
行

を
行
ふ
。

※
③
の
大
野
小
学
校
の
修
学
旅
行
の
行
程

と
大
き
な
差
が
あ
る
と
こ
ろ
が
興
味
深

い
で
す
。

⑥
還
暦
で
特
志
寄
附

（
大
正
十
四
年
四
月
二
十
二
日
）

　
羽
出
村
大
字
羽
出
伊
丹
つ
る
は
、
本
年

還
暦
祝
に
相
当
す
る
の
で
、
記
念
の
為た

め

従
来
同
人
の
貯
金
中
よ
り
八
十
円
を
供
出
、

去
る
十
八
日
村
婦
人
会
に
五
十
円
、
部
落

婦
人
会
に
三
十
円
、
小
学
校
に
二
十
円
を

各
寄
附
し
た
。

※
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
女
性
の

社
会
進
出
が
、
山
村
で
も
展
開
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
、
鏡
野
町
の
歴
史
と
し
て
残
る
よ

う
な
重
大
な
出
来
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
時
の
世
相
や
人
々
の
関
心
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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